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(57)【要約】
　極めて優れた電気的特性と少ない数の電気部品とを有
するマルチプレクサが提供され、このマルチプレクサは
、２つのＴＸ経路および２つのＲＸ経路を有する１つの
通信機器に使用することができる。本マルチプレクサは
、３つのハイブリッドと２つのデュプレクサとを備える
。さらにこのような１つのマルチプレクサを備える１つ
の通信機器が提供される。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主信号経路および第２の信号経路における信号伝送をサポートしているマルチプレクサ
（ＭＵＬ）であって、
　主ＴＸポート（ＴＸ－ＭＡ）を有する１つのＴＸ側のハイブリッド（ＴＸ－Ｈ）と，主
ＲＸポート（ＲＸ－ＭＡ）を有する１つのＲＸ側のハイブリッド（ＲＸ－Ｈ）と，主アン
テナポートおよび第２のアンテナポートを有する１つのアンテナ側ハイブリッド（ＡＮＴ
－Ｈ）とを備え、
　１つの第１のデュプレクサ（ＤＰＸ１）と、１つの第２のデュプレクサ（ＤＰＸ２）と
を備え、
　前記第１のデュプレクサ（ＤＰＸ１）は、前記ＴＸ側のハイブリッド（ＴＸ－Ｈ）を前
記アンテナ側のハイブリッド（ＡＮＴ－Ｈ）に接続し、前記ＲＸ側のハイブリッド（ＲＸ
－Ｈ）を前記アンテナ側のハイブリッド（ＡＮＴ－Ｈ）に接続しており、
　前記第２のデュプレクサ（ＤＰＸ２）は、前記ＴＸ側のハイブリッド（ＴＸ－Ｈ）を前
記アンテナ側のハイブリッド（ＡＮＴ－Ｈ）に接続し、前記ＲＸ側のハイブリッド（ＲＸ
－Ｈ）を前記アンテナ側のハイブリッド（ＡＮＴ－Ｈ）に接続している、
　ことを特徴とするマルチプレクサ。
【請求項２】
　前記主ＴＸポート（ＴＸ－ＭＡ）は、前記主信号経路のＴＸ信号用に設けられ、前記主
ＲＸポート（ＲＸ－ＭＡ）は、前記主信号経路のＲＸ信号用に設けられていることを特徴
とする、請求項１に記載のマルチプレクサ。
【請求項３】
　６つの外部ポートを備え、１つ以下の当該外部ポートがグラウンドに終端されているこ
とを特徴とする、請求項１または２に記載のマルチプレクサ。
【請求項４】
　前記外部ポートの１つは、５０Ωのインピーダンス素子を介してグラウンドに終端され
ていることを特徴とする、請求項３に記載のマルチプレクサ。
【請求項５】
　前記ＴＸ側のハイブリッド（ＴＸ－Ｈ）は、１つの第２のＴＸポート（ＴＸ－２）を有
することを特徴とする、請求項１乃至４のいずれか１項に記載のマルチプレクサ。
【請求項６】
　前記ＲＸ側のハイブリッド（ＲＸ－Ｈ）は、１つの第２のＲＸポート（ＲＸ－２）を有
することを特徴とする、請求項１乃至５のいずれか１項に記載のマルチプレクサ。
【請求項７】
　前記第２のポート（ＴＸ－２，ＲＸ－２）は、１つのＭＩＭＯ伝送系のポートであるこ
とを特徴とする、請求項１乃至６のいずれか１項に記載のマルチプレクサ。
【請求項８】
　前記主アンテナポートは、１つの主アンテナ（Ａ－ＭＡ）に接続されており、前記第２
のアンテナポートは、１つのＭＩＭＯアンテナポート（Ａ－２）に接続されていることを
特徴とする、請求項１乃至７のいずれか１項に記載のマルチプレクサ。
【請求項９】
　前記主信号経路に１つの電力増幅器および１つの低雑音増幅器を備えることを特徴とす
る、請求項１乃至８のいずれか１項に記載のマルチプレクサ。
【請求項１０】
　前記第２の信号経路に１つの電力増幅器および／または１つの低雑音増幅器を備えるこ
とを特徴とする、請求項１乃至９のいずれか１項に記載のマルチプレクサ。
【請求項１１】
　前記主伝送系のＴＸおよびＲＸ信号用の前記主信号経路、および前記第２の伝送系にお
けるＴＸおよび／またはＲＸ信号用の前記第２の信号経路に、２つのデュプレクサ（ＤＰ
Ｘ１，ＤＰＸ２）が用いられていることを特徴とする、請求項１乃至１０のいずれか１項
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に記載のマルチプレクサ。
【請求項１２】
　請求項１乃至１１のいずれか１項に記載のマルチプレクサ（ＭＵＬ）を備えることを特
徴とする、モバイル通信機器（ＭＣＤ）。
【請求項１３】
　１つの主アンテナ（Ａ－ＭＡ）および１つの第２のアンテナ（Ａ－２）を備えることを
特徴とする、請求項１２に記載のモバイル通信機器。
【請求項１４】
　１つのＲＦ－ＩＣ（ＲＦ－ＩＣ）をさらに備え、当該ＲＦ－ＩＣ（ＲＦ－ＩＣ）は、前
記マルチプレクサ（ＭＵＬ）を介して、前記主アンテナ（Ａ－ＭＡ）および前記第２のア
ンテナ（Ａ－２）に接続されていることを特徴とする、請求項１３に記載のモバイル通信
機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はマルチプレクサに関し、またこのマルチプレクサを備えるモバイル通信機器に
関する。マルチプレクサは複数の信号経路を提供し、またコンパクトなサイズとなってい
る。
【背景技術】
【０００２】
　最近のモバイル通信機器は、実質的に同時にＲＦ（Radio Frequency）信号を送信およ
び受信する機能を提供しなければならない。デュプレクサ回路は、ＴＸ（送信）信号をＲ
Ｘ（受信）信号から分離するために用いられており、それぞれの信号経路の高い絶縁を提
供している。さらにデュプレクサは、高度にリニアな特性、アンテナ不整合に対するロバ
スト性、高い集積密度すなわち小さなサイズ、および少数の電子部品であることが望まれ
ている。
【０００３】
　しかしながら現在のデバイスに対するトレンドは、さらに多くの周波数バンドおよび伝
送モードを提供することである。これは小さな空間サイズには反するものであり、また相
互干渉のために、良好な電気的特性には反するものである。
【０００４】
　特許文献１には、優れた絶縁特性を提供するデュプレクサ回路が開示されている。しか
しながら高い絶縁のためには、従来のデュプレクサおよびハイブリッド回路の複雑なネッ
トワークが必要となっている。
【０００５】
　さらに、ＷＣＤＭＡ（登録商標）（Wideband Code Division Multiple Access）規格は
、既にＲＸダイバーシティ機能をサポートしている。ＬＴＥ規格に準拠すれば、ＲＸ　Ｍ
ＩＭＯ（Multiple Input Multiple Output）機能は必須である。
【０００６】
　したがって、モバイル通信機器は、これらの規格に適合するために、フィルタ，増幅器
，および／またはスイッチのようなさらなる回路を必要としている。しかしながら、上述
したように、このようなさらなる回路を組み込むことには問題がある。
【０００７】
　必要とされているものはモバイル通信機器に使用することができる回路であり、この回
路は上記の規格に適合し、そして既に同時に達成されている幾何形状的なコンパクトさと
良好な電気的特性とを損なうことなく、さらなる信号経路と互換性があることである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】米国特許出願公開第ＵＳ２０１３／０２３４８０６号明細書
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　以上より、本発明の目的は、このような回路を提供することであり、そしてモバイル通
信用機器を改善することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　このような回路（すなわちマルチプレクサ）およびこのような機器は、本願の独立請求
項に記載の発明で提供される。従属請求項は、本発明の好ましい実施形態を記載する。
【００１１】
　マルチプレクサは、主信号経路および第２の信号経路における信号伝送をサポートして
いる。このマルチプレクサは、主ＴＸポートを有する１つのＴＸ側のハイブリッドと，主
ＲＸポートを有する１つのＲＸ側のハイブリッドと，主アンテナポートおよび第２のアン
テナポートを有する１つのアンテナ側ハイブリッドとを備える。さらに本マルチプレクサ
は、１つの第１のデュプレクサと１つの第２のデュプレクサとを備える。この第１のデュ
プレクサは、上記のＴＸ側のハイブリッドを上記のアンテナ側のハイブリッドに接続して
いる。さらにこの第１のデュプレクサは、上記のＲＸ側のハイブリッドを上記のアンテナ
側のハイブリッドに接続している。第２のデュプレクサは、上記のＴＸ側のハイブリッド
を上記のアンテナ側のハイブリッドに接続し、上記のＲＸ側のハイブリッドを上記のアン
テナ側のハイブリッドに接続している。
【００１２】
　こうしてこのマルチプレクサにおいては、上記の２つのデュプレクサの各々は、その３
つのポートの各々で、それぞれ上記の３つのハイブリッドの内の１つに電気的に接続され
ている。上記の２つのデュプレクサは、基本的には電気的に並列に接続されている。しか
しながら、１つのデュプレクサの１つのポートおよび他のデュプレクサの１つのポートを
通る信号伝播の位相シフトが可能である。具体的には、上記の３つのハイブリッドから選
択された所与のハイブリッドに接続された上記の２つのデュプレクサの任意の２つのポー
ト間に位相シフトが存在することが可能である。
【００１３】
　上記のデュプレクサ（複数）は、１つの送信フィルタと１つの受信フィルタと１つの共
通なアンテナポートとを備えた従来のデュプレクサであってよい。上記のデュプレクサの
各々あるいは両方のデュプレクサはチューナブルであってもよい。具体的には、各々のフ
ィルタ、たとえばそれぞれＴｘ信号およびＲｘ信号用の、各々のデュプレクサのフィルタ
はチューナブルであってよい。この場合、各々のデュプレクサの上記の共通なアンテナポ
ートは、上記のアンテナ側のハイブリッドのそれぞれ対応する１つのポートに接続されて
いる。各々のデュプレクサのそれぞれの送信ポートは、上記のＴＸ側のハイブリッドのそ
れぞれ対応するポートに接続されている。各々のデュプレクサのそれぞれの受信ポートは
、上記のＲＸ側のハイブリッドのそれぞれ対応するポートに電気的に接続されている。
【００１４】
　各々のハイブリッドは、４つのポートを備える従来のハイブリッドであってよい。これ
ら４つのポートのそれぞれは、１つの信号入力ポートとして機能することができ、この際
残りの３つのポートの内２つは、それぞれ対応する出力ポートとして機能し、たとえば互
いに９０°の位相差を有している。さらに、このハイブリッドのそれぞれのポートは１つ
の入力ポートであることが可能であり、１つのポートは直接それぞれのＲＦ信号から影響
されない。
【００１５】
　こうして、上記のアンテナ側のハイブリッドは、２つのアンテナポートを有し、このア
ンテナポートを介して、有害な相互作用無しに、上記の主信号経路および第２の信号経路
における信号伝送が可能である。上記のＴＸ側のハイブリッドの主ＴＸポートは、上記の
主信号経路のＴＸポートとして使用することができ、上記のＲＸ側のハイブリッドの主Ｒ
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Ｘポートは、上記の主信号経路における伝送のＲＸポートとして使用することができる。
上記のＴＸ側のハイブリッドおよび上記のＲＸ側のハイブリッドは、それぞれ１つのさら
なるポートを有し、これらのさらなるポートの少なくとも１つは、上記の第２の信号経路
用の送信ポートとして、あるいは受信ポートとして使用することができる。上述のデュプ
レクサ（複数）およびハイブリッド（複数）の接続は、上記の主信号経路および上記の第
２の信号経路におけるそれぞれの信号伝送を同時に可能とする。
【００１６】
　カスケード接続され得る２つ以上のデュプレクサを備える従来のマルチプレクサと比較
して、送信ポートと受信ポートとの間の極めて優れた絶縁等の、極めて優れた電気的特性
が得られる。
【００１７】
　上記の特許文献１に開示されたデュプレクサと比較して、フィルタやスイッチのような
さらなる回路部品は必要ではないが、送信信号および受信信号を同時に使用することがで
きる全く新らしい第２の信号経路が設けられる。
【００１８】
　しかしながら、ＴＸ信号とＲＸ信号のそれぞれの組合せに関する、上記の特許文献１の
極めて優れた絶縁特性は維持することができない。
【００１９】
　このためこのＴＸポートは、上記の主信号経路のＴＸ信号用に設けられ、これに対し上
記のＲＸポートは、上記の主信号経路のＲＸ信号用に設けられることが可能である。
【００２０】
　上記のＴＸ側のハイブリッドとその主ＴＸポート，上記のＲＸ側のハイブリッドとその
主ＲＸポート，および上記のアンテナ側のハイブリッドとその主アンテナポートを備える
この主信号経路に対して、上述のデュプレクサ（複数）およびハイブリッド（複数）の接
続は、極めて優れた絶縁特性を提供する。これは主ＲＸポートでの主ＴＸポートからの望
ましくないＴＸ信号がこれらのハイブリッドおよびこれらのデュプレクサを介して、それ
ぞれのデュプレクサのＲＸポートでの絶縁を乗り越えた低電力信号としてのみ伝送される
からである。これらのハイブリッドの位相変化の性質のため、それぞれ対応する望ましく
ない信号は、上記の２つの並列なデュプレクサ経路を介してそのＲＸポートに１８０°の
位相シフトをもって到達する。こうしてこれらの既に弱まった信号は、殆ど消滅するよう
に相殺される。
【００２１】
　これらのハイブリッドが良好に均衡されており、また対称的に構成されている限り、こ
れらの相殺する干渉効果は、上記の第２の信号経路に伝播する信号からは殆ど影響を受け
ない。
【００２２】
　さらに、本マルチプレクサの１つ以下の外部ポートがグラウンドに終端されていてよい
。
【００２３】
　各々のハイブリッドは４つのポートを有している。これらの４つのポートの内の２つの
ポートは、それぞれのデュプレクサへの接続に用いられる。各々のデュプレクサは３つの
ポートを有するが、これら３つのポートのそれぞれは１つのハイブリッドに接続されてい
る。こうして各々のハイブリッドは、２つの他のポートのみが任意に外部の周辺回路に接
続することができる。以上によりこれらの６つのポートは、本マルチプレクサの外部ポー
ト（複数）を確立する。
【００２４】
　上記の特許文献１のデュプレクサ回路も余っている６つのポートを有している。しかし
ながらこれらの６つのポートの内３つは、望ましくない信号をグラウンドに導くための経
路となるようにグラウンドに終端されている。
【００２５】
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　以上のように、本発明によるデュプレクサと上記の特許文献１のデュプレクサとの間の
主な違いは外部ポートの終端状態である。
【００２６】
　上記の外部ポートの１つは、５０Ωのインピーダンス素子を介してグラウンドに終端さ
れていてよい。しかしながら２５Ω，１００Ω，または２００Ωのような他のインピーダ
ンス値も可能である。このインピーダンス素子は１つの抵抗素子であってよい。
【００２７】
　上記のＴＸ側のハイブリッドは、１つの第２のＴＸポートを有してよい。
【００２８】
　この第２のＴＸポートは、上記の第２の信号経路のＴＸポートであってよい。上記の主
ＴＸポートは、この主ＴＸポートから、この主ポートで接続された１つの主アンテナへ伝
播する送信信号用に用いられてよく、上記の第２のアンテナポートは、この第２のアンテ
ナポートへの送信信号用に用いられてよい。
【００２９】
　上記のＲＸ側のハイブリッドは、１つの第２のＲＸポートを有してよい。これに応じて
、このＲＸポートは、上記の第２の信号経路のＲＸポートであってよく、そして上記のア
ンテナポートに接続された１つの第２のアンテナを介して受信される信号を受信するため
に使用されてよい。
【００３０】
　さらに本発明によるマルチプレクサは、上記の第２のＴＸポートおよび上記の第２のＲ
Ｘポートから選択されている１つのポートのみを有してよく、これに対応する別のポート
がグラウンドに終端されていてよい。
【００３１】
　しかしながら、本マルチプレクサは、両方、すなわち上記の主信号経路および上記の第
２の信号経路における信号デュプレキシングを提供するための第２のＴＸポートおよび第
２のＲＸポートを有してよい。こうして本マルチプレクサはクワドプレクサとなる。
【００３２】
　上記の主アンテナポートはモバイル通信機器の１つの主アンテナに接続されていてよく
、これに対し上記の第２のアンテナポートは、このモバイル通信機器の１つのダイバーシ
ティアンテナまたは１つのＭＩＭＯアンテナに接続されていてよい。
【００３３】
　さらに本マルチプレクサは、上記の第２の信号経路に１つの電力増幅器および／または
１つの低雑音増幅器を備えてよい。勿論本マルチプレクサは、上記の第１の信号経路にも
１つの電力増幅器および／または１つの低雑音増幅器を備えてよい。本発明におけるハイ
ブリッド（複数）およびデュプレクサ（複数）の接続形態の大きな利点は、上記の主信号
経路および上記の第２の信号経路が、電力増幅器または低雑音増幅器が配設され得る信号
伝送部分を共有していることである。この結果１つの同一の電力増幅器および／または低
雑音増幅器を上記の主信号経路および上記の第２の信号経路に使用することができ、この
結果１つの主伝送系および１つの第２の伝送系に対し同時に使用することができる。こう
して、ダイバーシティおよび／またはＭＩＭＯの機能が備えられているにも関わらず、さ
らなるフィルタに対する必要性だけでなく、さらなる増幅器に対する必要性も克服されて
いる。
【００３４】
　さらに、上述したように、上記の主伝送系のＴＸおよびＲＸ信号用の上記の主信号経路
、および上記の第２の伝送系におけるＴＸおよび／またはＲＸ信号用の上記の第２の信号
経路に、２つのデュプレクサが用いられてよい。
【００３５】
　さらに、本マルチプレクサは、モバイル通信機器の一部であってよく、複数のデュプレ
クサまたはデュプレクサ回路と置き換えられて、１つのフロントエンド回路モジュールの
重要部分を構築してよい。こうして、上述のマルチプレクサの１つを備える１つのモバイ
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ル通信機器が提供される。
【００３６】
　さらに本発明によるモバイル通信機器は、１つ以上の主アンテナと１つ以上の第２のア
ンテナとを備え、これらのアンテナにはそれぞれ対応するアンテナ側のハイブリッドのア
ンテナポートが接続されていてよい。
【００３７】
　さらに、本発明によるモバイル通信機器は、１つのＲＦチップに集積することができる
１つのＲＦ－ＩＣ（Integrated Circuit）を備えてよく、ここでこのＲＦ－ＩＣは、本発
明によるマルチプレクサを介して上記の主アンテナおよび上記の第２のアンテナに接続さ
れている。こうして１つの主アンテナおよび１つの第２のアンテナを有し、かつダイバー
シティ機能およびＭＩＭＯ機能を提供する１つのモバイル通信機器が得られる。ただし全
ての主信号およびダイバーシティ／ＭＩＭＯ信号は、専用のフィルタ回路またはフロント
エンド回路部分を追加する必要無しに、上述のマルチプレクサを介して伝送することがで
きる。
【００３８】
　以下では、本発明によるマルチプレクサとモバイル通信機器の主要な態様、および好ま
しくかつこれに限定されない実施形態を概略図で示す。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本発明によるマルチプレクサの等価回路図を示す。
【図２】主信号経路のＴＸ信号およびＲＸ信号のデータ経路を示す。
【図３】第２の信号経路のＲＦ信号の信号経路を示す。
【図４】第２の信号経路のＴＸ信号の信号経路を示す。
【図５】第２の信号経路用のマルチプレクサをＲＸ信号のみと共に示す。
【図６】第２の信号経路用のマルチプレクサをＴＸ信号のみと共に示す　　　　　。
【図７】第２の信号経路用のマルチプレクサをＴＸ信号およびＲＸ信号と共に示す。
【図８】ハイブリッドの動作原理を示す。
【図９】本マルチプレクサの全ての６つの外部ポートがデータ伝送に利用されているモバ
イル通信機器の等価回路図を示す。
【図１０】第２の信号経路が１つのＴＸポートのみを有するモバイル通信機器の等価回路
図を示す。
【図１１】第２の信号経路が１つのＲＸポートのみを有するモバイル通信機器の等価回路
図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００４０】
　図１は、主信号経路の信号の伝播が可能であり、また第２の信号経路における信号が伝
播可能なマルチプレクサの等価回路図を示す。
【００４１】
　本発明によるマルチプレクサは、３つのハイブリッド、すなわちＴＸ側の１つのハイブ
リッドＴＸ－Ｈ，ＲＸ側の１つのハイブリッドＲＸ－Ｈ，およびアンテナ側の１つのハイ
ブリッドＡＮＴ－Ｈを備える。さらに本マルチプレクサＭＵＬは、１つの第１のデュプレ
クサＤＰＸ１および１つの第２のデュプレクサＤＰＸ２を備える。各々のデュプレクサは
、１つの送信フィルタＴＸＦおよび１つの受信フィルタＲＸＦを有する。これらのデュプ
レクサＤＰＸ１，ＤＰＸ２の送信フィルタ（複数）ＴＸＦの各々は、ＴＸ側のハイブリッ
ドＴＸ－Ｈの内部ポート（複数）の１つに接続されている。これらのデュプレクサＤＰＸ
１，ＤＰＸ２の受信フィルタ（複数）ＲＸＦの各々は、ＲＸ側のハイブリッドＲＸ－Ｈの
それぞれ対応する内部ポートに接続されている。これら２つのデュプレクサの各々の共通
ポートは、アンテナ側のハイブリッドＡＮＴ－Ｈのそれぞれ対応する内部ポートに接続さ
れている。ＴＸ側のハイブリッドＴＸ－Ｈは、１つの主ＴＸポートＴＸ－ＭＡを有し、そ
してＲＸ側のハイブリッドＲＸ－Ｈは、１つの主ＲＸポートＲＸ－ＭＨを有する。アンテ
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ナ側のハイブリッドＡＮＴ－Ｈは、１つの主アンテナポートＡ－ＭＡと、ダイバーシティ
機能またはＭＩＭＯ機能用のアンテナポートであってよい１つの第２のアンテナポートＡ
－２とを有する。
【００４２】
　この結果、上記の主ＴＸポート，上記の主ＲＸポート，および上記の主アンテナポート
を用いて、本マルチプレクサＭＵＬは、従来のデュプレクサのように振舞い、しかしなが
ら極めて優れた電気的特性を有している。第２のアンテナポートＡ－２と、グラウンドに
終端されていない他の外部ポート（複数）の少なくとも１つとを介して、本マルチプレク
サは極めて優れた電気的特性を有する１つのＲＦフィルタとして、あるいは１つの別のデ
ュプレクサとして機能する。こうして、全体として本マルチプレクサは、極めて優れた電
気的品質を有する真のマルチプレキシング機能を提供し、また有害な相互作用をもたらさ
ないので、優れた絶縁特性をもたらすものである。
【００４３】
　図２は、主ＴＸ信号または主ＲＸ信号に対する本マルチプレクサの動作原理を示す。主
ＴＸポートＴＸ－ＭＡでのＴＸ信号は、２つの副信号に分割される。各々の副信号は、２
つのデュプレクサの１つを介して伝播する。アンテナ側のハイブリッドは、これら２つの
副信号を主アンテナポートＡ－ＭＡで混合する。この結果、各々のデュプレクサは、アン
テナで送信されるＲＦ電力の５０％のみを取り扱うことになる。この結果、本マルチプレ
クサのリニアな特性も改善され、そして電力耐性は２倍となる。
【００４４】
　これに対応して、主アンテナＡ－ＭＡで受信された受信信号は、アンテナ側のハイブリ
ッドによって２つの副信号に分割される。各々の副信号はそれぞれ対応するデュプレクサ
のそれぞれ対応するフィルタを介してＲＸ側のハイブリッドまで伝播し、ここでこれらの
２つの副信号は主ＲＸポートＲＸ－ＭＡで混合される。
【００４５】
　図３は、第２の伝送系が別に受信した信号が、第２の受信ポートＲＸ－２まで、どのよ
うに伝播するかを示す。第２のアンテナＡ－２は、アンテナ側のハイブリッドの第２のア
ンテナポートで接続されており、上記の受信した信号はこのハイブリッドによって分割さ
れ、２つのデュプレクサの受信フィルタを介してＲＸ側のハイブリッドまで伝播し、ここ
でこれらの信号は第２の受信ポートＲＸ－２で再混合される。
【００４６】
　図４は、送信信号が、ＴＸ側のハイブリッドの第２の送信ポートＴＸ－２から第２のア
ンテナポートＡ－２まで、どのように伝播するかを示す。ＴＸ側のハイブリッドは、その
第２の受信ポートＴＸ－２で別の送信信号を受信し、この信号を２つの副信号に分割する
。各々の副信号は、それぞれ対応するデュプレクサのそれぞれ対応するＴＸフィルタの１
つを介して伝播する。これらの副信号は、アンテナ側のハイブリッドで再混合され、同相
となって第２のアンテナポートＡ－２に供給される。
【００４７】
　図５は、第２のＲＸポートＲＸ－２をアンテナ側のハイブリッドに備える１つのマルチ
プレクサを示し、ここでこのＴＸ側のハイブリッドの別の外部ポートはグラウンドに終端
されている。図５に示すマルチプレクサは、別のＲＦ信号のみを受信してよい。しかしな
がら、このＴＸ側のハイブリッドの別のポートの終端は、望ましくない信号をグラウンド
に流すことができるので、改善された絶縁をもたらすものである。
【００４８】
　図６は、第２のＴＸポートＴＸ－２を有する１つのマルチプレクサの実施形態を示し、
ここでＲＸ側のハイブリッドのポート（複数）の１つはグラウンドに終端されている。こ
の結果、図６に示すマルチプレクサは、第２のアンテナＡ－２によって別のＲＦ信号を送
信するために用いることができ、ここでこのＲＸ側のハイブリッドのポートの終端は、改
善された絶縁をもたらす。
【００４９】
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　図７は、１つの第２のＴＸポートＴＸ－２および１つの第２のＲＸポートＲＸ－２を有
する１つのマルチプレクサの等価回路図を示す。アンテナ側のハイブリッドの第２のアン
テナポートに接続された第２のアンテナＡ－２と組み合わせることで、本マルチプレクサ
は、ＴＸおよびＥＸの両方の伝送を互いに異なる伝送規格に完全に分離するために使用す
ることができる。
【００５０】
　図８は、１つのハイブリッドの動作原理を示す。このハイブリッドは、１つの第２のポ
ートＰ１，１つの第２のポートＰ２，１つの第３のポートＰ３，および１つの第４のポー
トＰ４を有する。これら４つのポートの各々は、１つの入力ポートとして機能する。一般
性を損なうことなく、図８は第１のポートＰ１が入力ポートであるとする。入力信号は、
２つの副信号に分割される。１つの副信号は、第２のポートに供給され、これに対し第２
の副信号は第３のポートに供給される。第４のポートは、第１のポートＰ１には直接カッ
プリングされない。ポートＰ２およびＰ３におけるＲＦ信号／副信号間の位相差はほぼ９
０°である。
【００５１】
　以上により、もし第１の副信号がポートＰ２に入り、第２の副信号がポートＰ３に入り
、そしてこれらの副信号間の位相差がほぼ９０°であり、かつこれらの副信号の振幅が概
ね等しいとすると、これらの２つの副信号は混合されて第１のポートＰ１に供給される。
【００５２】
　このようなハイブリッドは、ＬＣ素子および／またはλ／４伝送ラインおよび／または
λ／２伝送ラインを用いて製造することができる。もちろん、ディスクリートなインダク
タ（複数）およびキャパシタ（複数）を用いたハイブリッドも可能である。
【００５３】
　図９は、上述のマルチプレクサＭＵＬの１つと、１つのＲＦチップに実装できる１つの
ＲＦ集積回路ＲＦ－ＩＣとを備える１つのモバイル通信機器ＭＣＤの等価回路図を示す。
このマルチプレクサＭＵＬは、４つの外部接続部を有する。これらの外部接続部の２つを
介して、このマルチプレクサＭＵＬは、２つのアンテナに接続されている。すなわち２つ
のアンテナポートの各々は１つのアンテナに接続されている。アンテナは主アンテナＡ－
ＭＡおよび第２のアンテナＡ－２とから成っている。２つのポートを介して、このマルチ
プレクサＭＵＬは、上記のＴＦ－ＩＣに接続されて、主伝送系ＭＴＳが確立され、これに
対し第２のＴＸポートおよび第２のＲＸポートを介して、このマルチプレクサＭＵＬは、
上記のＲＦ－ＩＣに接続されて、第２の伝送系ＴＳ２を確立する。
【００５４】
　図１０は、このマルチプレクサの外部ポートの１つがグラウンドに終端されてよいこと
を示している。残りの接続ポートは、１つの送信ポートであってよく、あるいは第２の送
信ポートＴＸ－２であってよく、これらを介してこのマルチプレクサは上記のＲＦ－ＩＣ
に接続されている。
【００５５】
　図１１は、第２の伝送系ＴＳ２の１つのポートのみが第２の受信ポートＲＸ－２となっ
ており、これに対してもう１つのポートがグラウンドに終端される可能性を示している。
【符号の説明】
【００５６】
Ａ－２　　　：　第２のアンテナ
Ａ－ＭＡ　　：　主アンテナ
ＡＮＴ－Ｈ　：　アンテナ側のハイブリッド
ＤＰＸ１　　：　第１のデュプレクサ
ＤＰＸ２　　：　第２のデュプレクサ
ＭＣＤ　　　：　モバイル通信機器
ＭＴＳ　　　：　主伝送系
ＭＵＬ　　　：　マルチプレクサ
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Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４　：　ハイブリッドのポート
ＲＦ－ＩＣ　：　ＲＦ集積回路
ＲＸ－２　　：　第２のＲＸポート
ＲＸＦ　　　：　受信フィルタ
ＲＸ－Ｈ　　：　ＲＸ側のハイブリッド
ＲＸ－ＭＡ　：　主受信ポート
ＴＳ２　　　：　第２の伝送系
ＴＸ－２　　：　第２のＴＸポート
ＴＸＦ　　　：　送信フィルタ
ＴＸ－Ｈ　　：　ＴＸ側のハイブリッド
ＴＸ－ＭＡ　：　主送信ポート

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】



(12) JP 2017-520164 A 2017.7.20

10

20

30

40

【国際調査報告】
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